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２０２３年度 A セメスター 金曜２限 

教室：駒場８号館８−３２１教室（主に対面実施）	
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オフィスアワー：予約制 

 
I. 授業概要 
 １９７０年代のアメリカ政治は、政府に対する信頼の低下や経済的な停滞によって特

徴づけられることが多い。「偉大な社会計画」が導入され公民権運動が参政権の拡大を

勝ち取った１９６０年代、あるいは保守主義が台頭した１９８０年代以後と比べて、こ

の混沌とした隙間の時代に模索された政治は、たしかに全てが成功したわけではなかっ

た。 
 本授業では、ニクソンからカーターまでの時代に連邦政府内で検討された社会保障政

策について、実施された政策と潰えた案の主要なものについて学ぶ。導入にこぎつけた

ものとして、特にミドルクラスに対する勤労所得税控除を通じた手当(EITC)、貧困層に

対する勤労奨励制度(WIN)、障がい者と高齢者への補足的保障所得(SSI)がある。政権が

起案し連邦議会で審議されたが法案成立に至らなかったものとして、ニクソンの提示し

た「家族扶助計画(FAP)」とカーター政権の「より良い雇用と所得計画(PBJI)」を取り上

げる。これらの政策の形成や法案成立の可否の鍵を握っていたのは主に南部民主党の政

治家であった。投票権法が施行され南部黒人が当然のこととして投票権を行使するよう

になった時期に、この地域からの支持票を得ようとした白人政治家が再構築を試みた福

祉国家にはいかなる特徴があったのかを考察する。 
 「国家」という概念がアメリカにおける政治学に１９７０年代末に（再）導入されて

からこんにちに至るまで、アメリカの政治制度の多元性と可塑性が引き起こす問題に着

目し、より長い期間の政治的変動を分析しようとする研究が生み出されてきた。本授業

ではアメリカ政治発展論と呼ばれる主要な文献の中の社会福祉政策に関するものを講読

し、研究の潮流を理解した上で建設的に批判できるようになることを目指す。 
 
II. 授業計画 
第1回 １０月６日（金）［オンライン実施］ はじめに 
第2回 １０月１３日（金） アメリカにおける市民：投票と勤労（１） 
第3回 １０月２０日（金） アメリカにおける市民：投票と勤労（２） 
第4回 １０月２７日（金） アメリカにおける市民：投票と勤労（３） 
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第5回 １１月１０日（金） ミドルクラスに対する手当と税控除（１） 
第6回 １１月１７日（金）  ミドルクラスに対する手当と税控除（２） 
第7回 １１月２１日（火） ミドルクラスに対する手当と税控除（３） 
第8回 １２月１日（金） ミドルクラスに対する手当と税控除（４） 
第9回 １２月８日（金） 貧困層への勤労奨励制度（１） 
第10回 １２月１５日（金） 貧困層への勤労奨励制度（２） 
第11回 １２月２２日（金） 貧困層への勤労奨励制度（３） 
第12回 ２３年１月５日（金） 貧困層への勤労奨励制度（４） 
第13回 １月１９日（金） おわりに 

 
 

III. 授業各回の課題文献と内容 
第1回 １０月６日（金）［オンライン実施］ はじめに 
シラバス配布、授業概要の説明、自己紹介 
 
第2回 １０月１３日（金） アメリカにおける市民：投票と勤労（１） 
 Shklar, Judith N. American Citizenship: The Quest for Inclusion. (Harvard University 

Press, 1991.) 
 
第3回 １０月２０日（金） アメリカにおける市民：投票と勤労（２） 
 Shklar, Judith N. American Citizenship. 
 
第4回 １０月２７日（金） アメリカにおける市民：投票と勤労（３） 
 Shklar, Judith N. American Citizenship. 
 
第5回 １１月１０日（金） ミドルクラスに対する手当と税控除（１） 
 Howard, Christopher. The Hidden Welfare State: Tax Expenditures and Social Policy in 

the United States. (Princeton University Press, 1997.) 
 
第6回 １１月１７日（金）  ミドルクラスに対する手当と税控除（２） 
 Howard, Christopher. The Hidden Welfare State. 
 
第7回 １１月２１日（火） ミドルクラスに対する手当と税控除（３） 
 Howard, Christopher. The Hidden Welfare State. 
 
第8回 １２月１日（金） ミドルクラスに対する手当と税控除（４） 
 Howard, Christopher. The Hidden Welfare State. 
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第9回 １２月８日（金） 貧困層への勤労奨励制度（１） 
 Bertram, Eva. The Workfare State: Public Assistance Politics from the New Deal to the 

New Democrats. (University of Pennsylvania Press, 2015.) 
 
第10回 １２月１５日（金） 貧困層への勤労奨励制度（２） 
 Bertram, Eva. The Workfare State. 
 
第11回 １２月２２日（金） 貧困層への勤労奨励制度（３） 
 Bertram, Eva. The Workfare State. 
 
第12回 ２３年１月５日（金） 貧困層への勤労奨励制度（４） 
 Bertram, Eva. The Workfare State. 
 
第13回 １月１９日（金） おわりに 

 
 
IV. 文献の入手について 
下記の図書については、大学図書館に蔵書があるので借り出すか、購入すること 

 Bertram, Eva. The Workfare State: Public Assistance Politics from the New Deal to the 
New Democrats. (University of Pennsylvania Press, 2015.) 

 Howard, Christopher. The Hidden Welfare State: Tax Expenditures and Social Policy in 
the United States. (Princeton University Press, 1997.) 

 
V. 成績評価方法 
口頭報告およびゼミ内議論への参加と貢献度（１００％）。欠席が全授業回の３分の１

を超える場合は単位を認められない。 
 

1. 授業内口頭報告 
課された文献について、内容の大まかな要約（研究課題の設定、実証の手続き、依拠し

ている資料群、その他）をした上で、議論、コメント、質問を提示する。A41枚以内の

配布レジュメを準備のこと。 
 
VI. 課題文献以外の参考書 
アメリカ政治を初めて学ぶ履修者には、自習用に下記の参考書を推奨する。 

• 久保文明、砂田一郎、松岡泰、森脇俊雅 著『アメリカ政治 第３版』（有斐閣

アルマ、２０１７年） 
• 岡山裕、西山隆行 編『アメリカの政治』（弘文堂、２０１９年） 


